
春
野
商
工
会
女
性
部
で
は
、
新

規
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
活
動
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

５
月
【
お
遍
路
さ
ん
へ
の
接
待
】
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令和5年 5月

第
35
回

は
る
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

開
催
決
定

6
月
4
日
（
日
）

令
和
5
年
6
月
4
日
（
日
）
に
、
第
35
回
は
る
の

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
の
開
催
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
ク
は
、
本
年

は
人
数
制
限
は
せ
ず
に
、
当
日
参
加
も
可
能
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
『
あ
じ
さ
い
見

ど
こ
ろ
バ
ス
ツ
ア
ー
』
な
ど
の
新
企
画
も
ご
ざ
い
ま

す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
は
る
の

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
公
式
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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1

第
48
回
青
年
部
通
常
総
会

第
47
回
女
性
部
通
常
総
会

令
和
５
年
度

令
和
5
年
度
女
性
部
・
青
年
部
通
常

総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
4
月
14
日
（
金
）
に
第
47

回
女
性
部
通
常
総
会
が
し
ゃ
ぶ
膳
春

野
店
に
て
開
催
さ
れ
、
翌
週
の
令
和

5
年
4
月
21
日
（
金
）
に
第
48
回
青

年
部
通
常
総
会
が
ホ
テ
ル
S
P‐

h

a
r
u
n
o‐

に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

女
性
部
通
常
総
会
で
は
、
7
名
が
出

席
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り

議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報

告
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
、
収
支

決
算
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
、
事
業

計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
５
年
度
、
収
支

予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

新
規
部
員
加
入
承
認

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
女
性
部
は
使
用
済
切
手
を
集

め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ

と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
春
野
商

工
会
窓
口
に
て
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
構

え
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

青
年
部
通
常
総
会
で
は
、
13
名
が
出

席
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告

承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
決
算

書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

剰
余
金
の
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

令
和
５
度
収
支
予
算
書

（
案
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

そ
の
他
の
件

第
6
号
議
案

役
員
改
選
で
は
以
下
の

役
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

部
長

上
田
晃
大

副
部
長

吉
村

志
里

副
部
長

安
並

哲

副
部
長

津
野

彰
太
郎

副
部
長

前
島

裕
彦

幹
事

川
﨑

史
貴

幹
事

矢
野

俊
成

幹
事

小
畑

尚
義

監
事

西
込

陽
星

監
事

吉
井

裕
清

敬
称
略

議
事
・
報
告
事
項
の
後
に
は
、
６
名
の

来
賓
紹
介
と
、
来
賓
を
代
表
し
て
高
知

市
議
会
議
員
の
深
瀬
裕
彦
氏
よ
り
ご
祝

辞
を
賜
る
と
共
に
、
引
退
の
ご
報
告
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
迄
の
ご
活
躍
に
対

し
、
横
山
光
寿
元
部
長
が
謝
辞

を
述
べ
、
上
田
晃
大
部
長
よ
り

花
束
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

女
性
部
部
員
募
集

６
月
【
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
協
力
】

８
月
【
セ
ミ
ナ
ー
開
催
】

10
月
【
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
】

12
月
【
忘
年
会
】

２
月
【
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
協
力
】

通
年
【
使
用
済
切
手
の
回
収
】

現
在
、
全
部
員
８
名
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
春
野
町
の
地
域

振
興
に
資
す
る
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
活
動
に
ご
興
味

が
あ
る
方
は
、
部
長
（
㈲
細
木

製
材
所

細
木
日
出
子
）
ま
た

は
事
務
局

担
当
：
池
脇
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。女性部懇親会の様子



国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
と
、
国
民
年

金
だ
け
に
し
か
加
入
し
て
い
な
い

自
営
業
者
等
の
方
で
は
、
将
来
受

け
取
る
金
額
に
大
き
な
差
が
生
じ

ま
す
。
こ
の
年
金
額
の
差
を
解
消

し
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）

に
上
乗
せ
し
た
年
金
を
受
け
取
る

た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
が
国
民

年
金
基
金
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業

者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
、
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険

料
免
除
者
、
農
業
者
年
金
加
入
者

除
く
）
が
加
入
で
き
ま
す
。
法
人

役
員
な
ど
で
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

支
払
っ
た
掛
金
は
扶
養
親
族
分

の
掛
金
も
含
め
、
「
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
」
と
な
り
、

所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
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こ
と
に
加
え
、
終
身
で
年
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

掛
金
月
額
は
、
選
択
し
た
給
付

の
型
、
加
入
口
数
、
加
入
時
の
年

齢
、
性
別
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

掛
金
は
i
D
e
c
o
の
掛
金
と
合

わ
せ
て
月
額
6
万
8
千
円
が
上
限

で
す
。
1
口
目
は
必
ず
終
身
年
金

型
（
A
型
又
は
B
型
）
2
口
目
は

終
身
年
金
型
（
A
型
又
は
B
型
）

ま
た
は
、
確
定
年
金
型
（
給
付
開

始
年
齢
や
保
証
期
間
に
よ
っ
て
Ⅰ

型
～
Ⅴ
型
）
に
ご
加
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掛
金
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
お
試

し
で
き
ま
す
。

ご
加
入
希
望
の
方
は
、
当
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2

国
民
年
金
基
金
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
？

新
規
会
員
の
ご
案
内
（
令
和
５
年
３
月
２
日

理
事
会
議
決
分
）

株
式
会
社
純
工
業

再
生
骨
材
製
造
業

西
分

竹
内
莊
司

貸
家
業

地
区
外

セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
高
知
市
春
野
弘
岡
中
店

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

弘
岡
中

さ
と
ち
ゃ
ん

鮮
魚
小
売
業

平
和

た
く
さ
ん
の
ご
紹
介
、
ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

老
後
の
備
え
に

金額シュミレーション

こちらから

春野商工会職員業務分担について

春野商工会は令和5年度における人事異動は無く、引き

続き同じ職員で運営を行うこととなりました。ここで改め

て、各人の業務分担についてお知らせいたします。


